第1講　前146年の地中海世界　　　　　文Ⅰ20組　佐伯作成
◆カルタゴの滅亡（灰燼に煙る徹底的な破壊）
　第3回ポエニ戦争の終結（前146年）→カルタゴの復興を恐れ、都を焼き尽くす

　「いずれその日の来たらん、われらの聖なるイリオス（トロイア）も、プリアモス（トロイア滅亡時の王）も、名だたる槍をおびるプリアモスの民も、全てが滅び去る日の」を髣髴とさせる情景（ホメロス『イリアス』）
・スキピオ＝アエミリアヌス（小スキピオ）（前184頃～前129年）
　実父：アエミリウス＝パウルス　⇒パウルス家とスキピオ家という名門の血
　養父：大スキピオの長男　　　　　縁・家風を引き継ぐ
　小スキピオという名のローマ人←政敵大カトーも認める勇気と道義心
　恩人・人道主義者（ローマへの従順後は現地の支配者統治を認める）⇔
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　冷酷なる破壊者・帝国主義者（カルタゴ徹底的破壊・虐殺　ヌマンティアの戦　　

　　　　　　　　　　　　　　　い（前133年）で徹底的破壊の末イタリア半島統一）
　「スキピオ・サークル」：ギリシアの精神文化をローマに移植する教養人集団？
　　　　　　　　　　　　ギリシア人の歴史家ポリュビオス（アカイア同盟出身
　　　　　　　　　　　　『ローマ史』著者）
◆マケドニアの属州化
　第三回マケドニア戦争：ピュドナの戦い（前168年）：ローマ　マケドニア王国ペルセウス軍を撃破
・アンドリスコス（偽フィリッポス）：マケドニア王ペルセウスの子を自称
・第四次マケドニア戦争（前149～前148年）：ローマの属州化（前146年）

・マケドニア王家の役割を担うローマ
　属州（プロヴィンキア）の設置→管轄（将軍と住民との恩義・信頼関係）

◆コリントの破壊
・アカイア同盟（対マケドニアのためにローマと友好関係）の離反

　ローマに抑留された同盟要人の身柄変換の要求（前150年帰国許可）

　親ローマ派における反ローマ感情の成長→マケドニアと結ぶ

　⇔ポリュビオス（反ローマ派→親ローマ派への転向）

・アカイア戦争（前146年）
　商工業の一大中心都市コリントの破壊→都市下層民の反ローマ感情

　⇒カルタゴ・マケドニア・コリントを属州化

第2講　世界帝国の現像を求めて
前回範囲なので省略
第3講　イタリアの覇者ローマ　S.P.Q.R
◆西地中海世界の先住民族とローマ人
･西地中海世界先住の地中海人種（母権制社会）

●北アフリカ：ベルベル人　　●イベリア半島：イベレス人⇔バスク人（？）

●シチリア島：シカニア人（イベリア系）　エリュモス人（小アジア系）
　　　　　　　シケリア人（イタリア系）
●サルデーニャ島：サルドイ人　●イタリア半島：エトルリア人（小アジア系（？）
他にもギリシア人（マグナグレキア・シチリア）　フェニキア人（カルタゴ）
・印欧語系諸民族の移住（父権制社会）
　●イベリア半島・フランス・イギリス・アイルランド：ケルト人
　●古イタリア人：ラティーノ・ファリスキー系→ラテン人→ローマ人

　　　　　　　　　ウンブロ・サベリー系
　　　　　　　　　ウェネト・イリュリー系

◆エトルリア人とローマ人（トロイア人の末裔を自称）
・ヴィィラノヴァ文化（初期鉄器文化）＋オリエント→エトルリア人「ラセンナ」と自称
・エトルリア人の都市国家と海上交易→勢力圏の拡大
　→王政期（5･6･7代はエトルリア勢力の覇権）：ギリシア文化仲介・都市建設

・著しい都市形成と住民の拡大再編成（前6C 前半）

　城壁建設　クラシス・ケントゥリア制（選挙・軍事制度）　トリブス区分（行政区設定）　重装歩兵密集部隊
・領域拡大と市民団の増大→ラティウムにおけるローマの優越
◆共和政国家ローマ
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・S.P.Q.R（Senatus　Populusque　Romanus）⇒（The Senate and the people of Roma）
                        ←現在のローマ市の紋章にもSPQR（元老院とローマの市民）と描かれている。古代の国家ローマとその栄光と誇りとを表すもの。
Civitas（市民団）＝Res　Publica(国家＝共和政)

　貴族と平民の身分闘争→法知識独占貴族に平民反発→十二表法（旧来の慣習法明文化）→貴族と平民有力者→新貴族（富裕貴族平民）台頭

　法（jus）と習俗（mores）→恵与法（lex data）と祖先の遺風（mos majorum）
（史料集p148　十二表法参照）
◆ポリス（農耕市民の戦士共同体）における軍国主義
・周辺諸勢力の制圧

　ラテン人・サビニ人・アエクイー人・ヴォルスキー人・エトルリア人征服

・ケルト人の侵入（連戦戦勝者の不名誉なる屈辱）

　ケルト人による侵略　「黙れ敗者」という屈辱
　⇒カミルス（ローマ第二の創健者）がケルト人駆逐

・サムニウム戦争：サムニウム地方併合
・タレントゥム戦争とピュロス王侵攻：ローマとタレントゥム・ピュロス連合軍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒和解に応じようとする元老院をたしなめるアッピウス（史料集p154参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピュロス、元老院を「王者の集まり」と礼賛
第4講　ハンニバルに鍛えられた人々

ローマ＝共和政ファシズム国家⇒「祖国」「国家への忠誠」概念の発明

※ギリシア＝一種の鎖国主義：国家を開放しない（史料集p51ペリクレスの市民権法参照）

　ローマ＝元老院と平民の身分秩序を残すも開放的→近代国民国家との類似

　　　　　史料集p153分割して統治せよ参照　分割統治するも市民権付与

◆オリエント（先進文明世界）の脅威

・ペルシアとギリシア
　ペルシア戦争（前500～449年）　前449年カリアスの和約で終結

・カルタゴとローマ　
　ポエニ戦争　①前264‐241年②前218‐201年③前149‐146年）
　前146年ローマの勝利⇒カルタゴの徹底的破壊
◆アレクサンドロスの反撃とハンニバルの挑戦
・オリエントのヘレニズム化orギリシアのオリエント化
　アレクサンドロス大王の大遠征によるオリエント文化とギリシア文化の融合

　⇒ヘレニズム文化の成立 ex)ギリシア共通語コイネーがヘレニズム世界共通語になる一方、オリエント的密儀宗教（個人救済）がギリシアに広まる

・地中海交易ネットワーク⇒「海域世界」の形成
　制海権をめぐる戦争（ペルシアとギリシア　ローマ＜印欧系＞とフェニキア＜セム系＞）

・ハンニバルの挑戦→ローマへの復讐or海洋世界帝国の形成？
　ハンニバル＝「不徳（オリエント）と徳（ギリシア・ローマ）の体現者」

　前216年カンナェの戦い：5万のハンニバル軍、8万のローマ軍を包囲撃滅
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　　　　　　　　　　　　　するも補給不足で撤退。第1回ポエニ戦争でシチリア島を失っていたカルタゴは当時イベリア半島経営に専念（カルタゴ・ノヴァと呼称）

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ハンニバル

◆スキピオとカトー
・脅威をきわめるハンニバル（オリエントの化身）
　オリエント文化への不安

・ヘレニズム文化との接触

　マグナ・グレキアの経験

　ギリシア文化の魅力→「ギリシア人の自由」

「征服されたギリシアが野蛮な征服者（ローマ）を虜にした」byホラティウス

　ヘレニズム文化の積極的受容＝スキピオ家　

　国粋主義の胎動＝カトー家

・スキピオ：神々に愛でられし者→カルタゴ・ノヴァ占領

　　　　　　ギリシア風の衣装とギリシア趣味を公然とする

　　　　　　ローマ伝統主義への挑戦→個人崇拝への傾向

・カトー：贅沢とギリシア文化の流入を道徳頽廃の原因とする

　　　　　独裁者への危険人物敵視→スキピオ家とギリシア文化賛美者嫌悪

次第にギリシア文化容認（ギリシア人抑留者を釈放）

カルタゴの脅威にとりつかれる「カルタゴ滅ぼさざるべからず」

←驚異的なカルタゴの復興
第5講　「地中海世界の覇者」

◆勝者の重荷（都市国家＝農耕市民戦士共同体の限界）

・ポエニ戦争（前264～前146年）の勝利⇒カルタゴの滅亡　地中海の覇権
　（前202年　ザマの戦い→スキピオ勝利　第三回ポエニ戦争（前149～前146）　

　　　　　　　で決着）

･支配領域の拡大
　⇒①公職者数の増大（執政官2人は不変だが、属州派遣の法務官・財務官・造営官・監察官の増加）

　　②奴隷制ラティフンディア：ⅰ）土地耕作民たる市民が兵士として戦場へ→土地荒廃→安価で買取・大土地所有制進展）
　　　　　　　　　　　　　　　ⅱ）捕虜→奴隷労働力として活用
（第一回ポエニ戦争でシチリア、第二回ポエニ戦争でイベリア半島を属州化）
・Roman Imperialismをめぐって

1） 先手防衛論（外敵＝カルタゴの脅威）

2） 騎士身分層の台頭（商業公益により富裕化した市民が貴顕貴族として台頭）

3） 平民の不満をそらす：ポエニ戦争で土地・勤労意欲を失った没落市民→無産市民（プロレタリー）に転落⇔土地所有の機会を求める

4） 群集心理：ポリスに流人が集中⇒都市大衆社会の成立

＝＝＝＝⇒共和制ファシズムを支えたのは、元老院の強力な指導力（元老院＝ ‘王者の集まり’）と上記1）～4）による民衆の好戦的気質

◆内乱の百年

・ギリシアの思想と文化：スキピオ家のサロンでもてはやされる（←大スキピオの娘、グラックス兄弟の母のコルネリア）

・グラックス兄弟→本来の中小土地所有者＝自作農の復活による国防力の再建
　兄：ティベリウス（前162～前133年）：護民官就任　土地分割を図るも暗殺
弟：ガイス（前153～前121年）：護民官就任　暗殺
・党派（fictio）の争い（共和政ファシズムの解体と再編を巡る混乱）
　閥族派（オプティマテス　保守的元老院議員）と平民派（ポプラレス　民会を基盤）との抗争

・兵制改革→志願兵・傭兵制度の創出⇒軍団の私兵化
・有力な統率者の台頭

　マリウス（前157～86年）：平民派の代表

　スラ（前138～78年）：閥族派の代表　絶頂期に勇退

　クラッスス（前115～53年）:富裕者
　ポンペイウス（前106年～48年）：スラの後継者　武将
　カエサル（前100～44年）:簡素だが要を得た弁論術に卓越←キケロも礼賛　　
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　　　　　　　　　　ガリア（現在のフランス）遠征⇒『ガリア戦記』

　　　　　　　　　　　　　　ガリア属州総督解任・本国召還の命令に離反　
　　　　　　　　　　　　　　「賽は投げられた。」⇒ルビコン河を渡りローマに進軍、元老院と結んだポンペイウス打倒

　　　　　　　　　　　　　　実権を握るも共和派により暗殺

　　　　　　　　　　　　　  「ブルートゥス、お前もか。」

ガイウス・ユリウス・カエサル
第6講　地中海世界帝国と「ローマの平和」ひ
· 元首（皇帝）権力の成立

· アウグストゥスによる国家の再建（皇帝権力の成立）

：オクタヴィアヌス（カエサルの養子）VSアントニウス（カエサルの部将）
　　　　⇒アクティウムの海戦（前31年）：オクタヴィアヌス、アントニウス・クレオパトラの東方軍を撃破
　・『神皇アウグストゥス業績録』の政策的配慮・イデオロギー
　　：独裁官職・終身コンスル就任要請不受理（史料集　p180参照）
　　　ローマ共和制・元老院の伝統を守り政治的実権は握らず
　　　⇒アウグストゥスという称号のみを獲得

　・市民共同体における個人支配の正当化　　　　　　　　　　　
　　：共和制（形式上）:伝統的公職兼任はするが単に公職者の一人に過ぎない

　　　元首政（事実上）：権威・声望のみ

　　　⇒共和政体の中での個人の卓越支配の正当化を行う

◆ユリウス・クラウディウス家の皇帝たち

①アウグストゥス（前27～後14年）：ゲルマニクスに期待→後継者に指名
②ティベリウス（14～37年）：養子ゲルマニクスの不可解な突然死
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③カリグラ（37～41年）：ゲルマニクスの実子

④クラウディウス（41～54年）：ゲルマニクスの弟

⑤ネロ（54～68年）：ゲルマニクスの娘の子

◆理想の為政者：ゲルマニクス　　　アウグストゥス→
第7講　多神教世界帝国
· フラヴィウス朝（皇帝権力の継承問題）
· ネロ帝の死後1年程皇位継承の争い⇒69年イタリア地方貴族出身ウェシパシアヌス（69～79年　質素・人望に厚い人柄　コロセウム建設）が皇帝に就任⇔ユリウス・クラディウス朝以前、ローマの名門貴族出身の人物が皇位に就任　（史料集p197　ウェシパシアヌスの最高指揮権に関する法律　参照）←正当性・最高指揮権を法により確立
· ウェシパシアヌスの実子ティトゥス（79～81年）：善政を行う（コロセウム完成、ヴェスビオス火山噴火ポンペイ埋没の際に人民救済）

· ティトゥスの弟ドミティアヌス（81～96年）：暴君と評されるがこれは元老院との関係が悪かったことによる　

· そもそも賢帝とは？

· アウグストゥス：独裁に近い統治であったが、共和制・元老院を重んじ、共和政体のなかの元首支配の確立を果たした。（史料集ｐ180　神皇アウグストゥス業績録参照→終身執政官・独裁官就任要請を不受理）
· ウェシパシアヌス：帝国の安定　寛容（政敵を罰せず）　ユーモア（公　

　　　　　　　　　　　衆便所を最初に設置したのは彼）　質素

· 五賢帝　（『ローマ帝国衰亡史』の著者ギボン→「人類史至福の時代」）
· ネルヴァ帝（96～98年）：ドミティアヌスの圧制からの開放感　実子な
　　　　　　　　　　　　　　く養子（トラヤスス）を指名
· トラヤヌス帝（98～117年）：威厳と温情主義→(史料集p203　アリメン　
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タ制度　ｐ205　属州行政をめぐるプリニウスとトラヤヌス帝の往復書簡参照）
軍事功績（ダキア・中東地域併合）
ローマ帝国最大版図を実現

←ローマ帝国最大版図
· ハドリアヌス帝（117～138年）：国境の防備（中東をパルティアに割譲・　

　「ハドリアヌス」の頂上建設）
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　　　　　　　　　　　　　　　　属州の巡回（治世の半分以上は外国視察に赴く→元老院とは不仲）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化・芸術振興（凱旋門・水道橋建設）

ハドリアヌスの頂上
· アントニヌス・ピウス帝（138～161年）
· マルクス・アウレリウス帝（161～180年）
◆地中海世界
・オリエント世界＋ギリシア世界＋ラテン世界→ローマ帝国（地中海世界帝国）

　⇒イスラム・アラブ世界　ビザンツ・スラブ世界　ラテン・ゲルマン世界

◆パンテオン（万神殿）
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　　　　　　　　　　　　　　・アウグストゥス帝の側近アグリッパによる建立

　　　　　　　　　　　　　　　ハドリアヌス帝による再建　

　ローマ帝国公認の全ての神々を祀る→
他の宗教・文化・慣習を尊重して統治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　多神教世界帝国

　　　　　　　　　　　　　　←ローマのパンテオンの概観

◆古代地中海世界の近代性

・穏やかなる内海・海賊の一掃→（近代の）海域世界のさきがけ

　日常生活物資の海上交易　物資･情報の交換→文化の交流→文明融和の基盤

◆ハドリアヌスの属州視察

・帝国の安寧：皇帝に対する民衆の信頼と畏敬の念

※ヴィッラ・アドリアーナ（ハドリアヌスの別荘：属州旅行の思い出）

